
旋風 
渋谷区立上原中学校 第 2学年だより 

令和 8年５月８日(金) No.４ 

第２学年だより新タイトルは…「旋風」に決定！ 

 学年だよりのタイトルを募集して一ヵ月…。ＧＷ前、生徒にアンケートを実施し決定いたしました！第２学年

だより、そのタイトルは「旋風(せんぷう)」！このタイトルには「第 2学年旋風で 1年生を導き、3年生を支え

る。私たちが創る、上原中学校の新たな挑戦」という提案者の思いが込められています。昨年度の「新しい

風」からバトンを引き継いで成長したようなタイトルですね。中堅学年としての強い決意や誓いのようなもの

を感じさせます。生徒に回答してもらったアンケートには「上原旋風」という言葉も出ていました。なんだか心

地よい響きです♪第２学年の皆さん！改めて今年度は様々な試練が待ち受けている一年間になるかと思

いますが、挑戦を恐れず困難に立ち向かっていきましょう！(以下にアンケート結果を一部掲載いたします) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その熱量、体育祭にも負けない！？ 本気のイス取りＧＡＭＥ！！ 

 熱い戦いは４月２４日(金)に大体育館で行われました…。たった一つの王座のイスを懸けた真剣勝負。そ

の名も「イス取りＧＡＭＥ」！ 大会にはＤＪ(ただの学年主任です)を招いて「女子の部」、「男子の部」で王座

を懸けて競い合いました。その生徒の熱量…凄まじい！！ 何事にも全力で取り組む２年生、格好良い！！ 

 

  

・第 2 学年としての役割がこの言葉に詰まっていて、この言葉通りの 
学年にしていきたいと思ったからです。 
・二年生は先輩として一年の手本となり、三年生を支えるというような 
意味に、僕も同じふうに思ったから。 

・第二学年になって、後輩ができたから旋風のように導いていくのが 
いいと思ったから。あとかっこいい。 
・一年生の時が新しい風だったから二年生でも風がつくタイトルが 
いいなと思っていて意味が一年生を導いて三年生を支えるという 
意味が二年生にあっているし、そうなってほしいと思ったからです。 

男子の部 優勝者 

１組 𠮷田壮陽さん 
 

女子の部 優勝者 

３組 山村楓さん 



「特別の教科 道徳」～となりの正解～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「特別の教科 道徳」～守らせる社会か、守ろうとする社会か～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５月１１日(月) ５月１２日(火) ５月１３日(水) ５月１４日(木) ５月１５日(金) ５月１６日(土) 

1組 ２組 ３組 1組 ２組 3組 1組 ２組 ３組 1組 ２組 ３組 1組 ２組 ３組 1組 ２組 ３組 

１ 学活 学活 学活 
保健
体育 

国語 社会 
理科 
山口 T 

技術 国語 少英 少英 社会 技術 
保健
体育 

少英    

２ 音楽 家庭 国語 社会 美術 
理科 
山口 T 

社会 音楽 少英 国語 社会 
理科 
椿 T 

少英 少英 
保健
体育 

   

３ 国語 
理科 
椿 T 

家庭 
理科 
山口 T 

社会 
保健
体育 

保健
体育 

理科 
椿 T 

少数 社会 
保健
体育 

少英 
保健
体育 

社会 
理科 
椿 T 

   

４ 家庭 国語 単数 美術 
保健
体育 

技術 少英 少英 社会 少英 少英 
保健
体育 

国語 
理科 
山口 T 

少英    

５ 総合 総合 総合 
理科 
椿 T 

理科 
山口 T 

美術 少数 少数 
理科 
山口 T 

理科 
椿 T 

国語 音楽 総合 総合 総合    

６ 総合 総合 総合 少数 少数 国語    道徳 道徳 道徳 専門 専門 専門    

備
考 

全校朝礼 
安全指導 

歯科検診 
少人数授業開始 

 心臓検診 体育祭係会 
専門委員会 

 

 

資料のテーマ：「みんなちがってみんないい」という言葉

の意味を考えることを通して、自分とは異なる個性や立

場を尊重し、寛容の心をもってあいての生き方に謙虚に

学ぼうとする実践意欲と態度を育てる。 

資料解説：勉強はできるが、授業では控え目で寡黙な

「海斗」のことを「もったいない」と思っていた「僕」。ある

授業をきっかけに海斗の考えを知り、他人のことを決め

つけていたことに気付いた僕は「相手を尊重する」という

ことについて考えはじめる…。 

資料のテーマ：マナーがカメラによって監視されることの

要否について話し合うことを通して、社会連帯の自覚を

高め、公共の精神をもってよりよい社会の実現に努める

実践意欲と態度を育てる。 

資料解説：授業で出された問い「マナーがカメラによっ

て監視されることは必要か」について答えを出せずにい

たユウト。防犯カメラを意識して行った自分の行為は本

当に良心よる行いだったのか…。幼いころに祖父が言っ

ていた言葉がユウトの考え方を確立させていく。 

◎自分とは合わない、理解しづらいと感じる人

の中にもし「学べる点」があるとしたら、どんなこ

とだと思いますか。 

⇒より良い考えを導き出せるかもしれない。 

“違い”は使い方次第！！ 

⇒自分に今足りないことが分かると思う。 

⇒完全に知らない興味のないことでも、面白く

思えることや発見のある毎日になると思う。興味

のないことを完全に閉ざしたりすると毎日がつ

まらなくなる気がする。 

◎より良い社会をつくるために、本当に必要な

こと、大切なことは何か？ 

⇒人のことを言う前に、まずは自分がやること！ 

⇒カメラの有る無しに関わらず、自分が良いと

思った方を選んでいくことが大切だと思う。 

⇒カメラが人を守るのではなく、人々が人を守

るようにしたい。 

⇒強引にやらされても気持ちよくないし、意味を

理解してないと楽しくない。だから、見られず

ともルールやモラルを守れる社会であるべき！ 


